
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 群馬県   】 

学校名【群馬県立新田暁高等学校 】 

１ 実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･Ⅲ ･ Ⅳ ･Ⅴ（複数選択可）  

２ 実施対象者 

（学年･人数） 
群馬県立新田暁高等学校  

全校生徒 460人 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（ 体 育   ） 

② 行事名（ 講 演 会 ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標   

 （ねらい） 

本校生徒のオリンピック・パラリンピックへの興味関心を         

向上させ、スポーツの価値への理解を深めるとともに、規         

範意識の涵養、国際・異文化理解、共生社会への理解等を         

深める。 

５ 取組内容  ○体育（体育理論・全クラス） 

  「2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けて」 

   PowerPointによる授業展開 

                                                                                           
 

パラリンピックの歴史 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 
事後アンケート 

 

○講演会（全校生徒） 

講師 不破 弘樹 氏（高校生にしてロサンゼルスオリンピック

出場経験をもつ１００ｍ元日本記録保持者） 

演題 「陸上１００mオリンピック」～1/100秒にかけた情熱 

 

 
 

事後アンケート 

６ 主な成果  

 

事後アンケートを見ても９月の段階ではまだオリンピック・パ

ラリンピックが２０２０年に行われることがわかっていても具

体的な意識の高まりを感じていないようであったが、体育理論で

の授業により、「いよいよ近づいてきたんだ」という動機づけに

はなったようである。 

 

 １２月の講演会では高校生でありながら陸上１００ｍ日本代

表としてオリンピックに出場した経験があることからそのとき

の体験談や、エピソード、その舞台で最高のパフォーマンスを見

せることの難しさを話し、それに対し生徒も共感していた。 

 

７ 実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

 講師の選定において、地元群馬の選手で、オリンピック出場

経験のある人物を考えてさまざまな競技のオリンピック選手を

検討したが、当時高校３年生での陸上１００ｍ日本代表でオリ

ンピックに出場したことでとても注目を浴びた選手であったの

で決定した。 

また学校運営上多数の行事がある忙しい時期であったが全職

員の協力のもと行うことができた。 



８ 主な課題等  講師の選定には、選手だけでなくさまざまな角度からオリンピ

ック・パラリンピックへ実際に関わっている人物がいると思うの

で、認知度などはあまり考慮しなくても良かったのではないかと

感じている。 

 年度当初の年間計画に入れていなかった講演会等を講師の都

合等とあわせて実施に至るには多くの予定変更や協力が必要と

なるので検討が必要である。 

 

９ 来年度以降

の実施予定 

 現時点においては来年度の具体的な活用は決まっていないが、 

いよいよオリンピック・パラリンピックの開幕に向けて盛り上が

っていく運びとなり、開幕後は各競技で素晴らしい感動を与えて

くれると思うので実際に東京オリンピック・パラリンピックを生

徒たちに体感してもらえたら嬉しい事である。 

 来年度の体育の授業でも体育理論時に東京オリンピック・パラ

リンピックについて取り入れていきたい。 

 

 


